
1

一般社団法人 日本航空宇宙工業会

航空宇宙品質センター（JAQG）

平成２５年１１月 ６日 名古屋会場（ウインクあいち）
平成２５年１１月１４日 東京会場（虎ノ門ヒルズ）
平成２５年１１月１８日 大阪会場（梅田スカイビル）

JIS Q 9100
航空宇宙品質マネジメントシステム

認証制度について
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業界による監視制度（ICOP)

認 定
機 関

航空宇宙
サプライヤー

顧 客

第２者監査

認定

第３者監査
for ISO 9001

一般的 な監査の仕組み

認証

認 証
機 関

航空宇宙
サプライヤー

認 定

機 関

認 証
機 関

IAQG 9100 監査の仕組み
ICOP スキーム

審査員

承認/認知と

監視

組織 (企業)

認定

供給者に対する
リスク分析に基く
サーベイランス
及び製品監査

ICOP : Industry Controlled Other Party（業界による監視制度）

OPMT : Other Party Management Team（業界による認証制度管理チーム）

JRMC : 航空宇宙審査登録管理委員会 (Japan Registration Management Committee)

IAF  : 国際認定フォーラム

組織（企業）

組織（企業）

(業 界)

認証

承認

IAF
IAF

OPMT

Peer Evaluation
(相互監査）

Peer Evaluation
(相互監査）

オーバーサイト
(相互監査）

業 界
（JRMC)
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業界による監視制度（ICOP)

航空宇宙品質ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ国際認証基準 9104-1

AS9104/1（アメリカセクター） E EN9104-1（ EN9104-1（ヨーロッパセクター）SJAC 9104-1 (日本)

IAQG OPMTによる相互監視

認定機関
AQMS認証機関
審査員資格証明機関

審査員

活用

航空宇宙・防衛産業界

IAQG OASISデータベース （2003年7月～運用開始）

ｱｼﾞｱ・ﾊﾟｼﾌｨｯｸ
（日本）

ﾖｰﾛｯﾊﾟ

監視 監視 監視

研修提供者承認機関

認定機関
AQMS認証機関
審査員資格証明機関

審査員
研修提供者承認機関

認定機関
AQMS認証機関
審査員資格証明機関

審査員
研修提供者承認機関

審査 審査 審査

審査結果 審査結果 審査結果

南北ｱﾒﾘｶ

JRMC ヨーロッパのRMC南北アメリカのRMC

組織（企業） 組織（企業） 組織（企業）
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9100国際認証制度の体系

•メリット

– 航空・宇宙・防衛関連の主要企業に認知された全世界で
ハーモナイズされた認証スキームである

– 認知された品質マネジメントシステムにより供給者認定/
承認活動を支持している

– 適合性評価に対してプロセスアプローチを適用する

– 顧客の期待に応えることにフォーカスしている

• リスク

– パフォーマンスの低い供給者からの調達を防止するもの
ではない

– 製品に対する保証ではない

6

9100国際認証制度の体系
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9100国際認証制度の体系

ICOP マネジメントプロセス

審査員資格 &
技能

業界による
監視活動

9104-1

9104-3 9104-2

9100

・9104-1
– 航空, 宇宙及び防衛分野の品質マネジメントシステム

認証プログラムに対する要求事項

セクター管理委員会

承認された認定機関

認定された認証機関

航空宇宙産業経験審査員

審査員資格証明機関

OASISデータベース 等

・9104-2 – 航空宇宙品質マネジメントシステム審査登録制度
のオーバーサイト要求事項

・9104-3 – 航空宇宙審査員の力量及び研修コースに関する
要求事項
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航空宇宙審査登録管理委員会(JRMC）

主な活動内容

認証基準（SJAC9104-1/9104-2/9104-3等）の制定及び維持

日本適合性認定協会（JAB)に対するサーベイランスの実施

品質マネジメントシステム認証機関、審査員資格証明機関/研修提供者書
承認機関に対する定期的サーベイランスの実施 （事務所審査/組織審査立会）

審査員資格証明機関による航空宇宙（産業経験）審査員資格の評価結果
の追認

IAQG OPMTによる監査受審及び他セクターの監査

JIS Q 9100認証制度に関する問題点の解決
（JRMCは日本の制度における最終決定権を持つ）
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JIS Q 9100認証状況

 認定機関

・ 日本適合性認定協会 (JAB)

 認証機関（JAB認定取得順）

・ 日本品質保証機構 (JQA)

・ 防衛基盤整備協会 (BSK)

・ 日本検査キューエイ(株）（JICQA)

・ ロイドレジスター （LRQA)

(参考：JABによる認定審査中）
・ビューローベリタスジャパン(株）
・DNVビジネス・アシュアランス・ジャパン(株）

 審査員資格証明機関、研修提供者承認機関

・ マネジメントシステム審査員評価登録センター（JRCA)

 研修提供者（JRCA承認）

・ (株）テクノファ

 審査員（登録数）

・ 航空宇宙審査員（AA） : ２０名

・ 航空宇宙産業経験審査員（AEA)  :  ３８名 合計 ： ５８ 名

 認証取得組織（登録数）： 424 組織

2013年10月3日現在
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JIS Q 9100審査の特徴

SJAC9104-1：
航空, 宇宙及び防衛分野の品質マネジメントシステム認証プログラム
に対する要求事項

主要な要求事項

認証制度関係機関（認定機関，品質マネジメントシステム
認証機関等）に対する要求事項

新たな概念（認証構造）の採用

認証構造に対応した審査工数算出方法の明確化

業界による監視（オーバーサイト）制度

OASISデータベースに関する要求事項
等
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JIS Q 9100審査の特徴

組織の認証構造 (Certification Structure)

 シングルサイト

 マルチプルサイト

 キャンパス

 セベラルサイト

 コンプレックス

新たな概念

12

Value Stream

=+++

シングルサイト マルチプルサイト

キャンパス

JIS Q 9100審査の特徴
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中央機能

サイト C

サイト B

サイト A

サイトのネットワーク

セベラルサイト

コンプレックス

JIS Q 9100審査の特徴

認証構造の複合
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JIS Q 9100審査の特徴

ＳＪＡＣ ９１０１に基づき、プロセスベースの審査／プロセスの有効性評価

が実施される。
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JIS Q 9100審査の特徴

計画した活動が，完全に
実現されている。

a) プロセスは，定義され，実施され，
計画した活動が完全に実現されている。

しかしながら
b) プロセスは，計画した結果を達成していな

い，また，適切な処置もとられていない。

a) プロセスは，定義され，実施され，
計画した活動が完全に実現されている。

しかしながら
b) プロセスは，計画した結果を達成していない

が，適切な処置はとられている。

a) プロセスは，定義され，実施され，
計画した活動が完全に実現されている。

及び
b) プロセスは，計画した結果を達成している。

計画した活動が，完全に
は実現されていない。

a) プロセスは，定義され，実施されているが，
計画した活動が完全に実現されていない。

及び
b) プロセスは，計画した結果を達成していな

い，また，適切な処置もとられていない。

a) プロセスは，定義され，実施されているが，
計画した活動が完全に実現されていない。

及び
b) プロセスが計画した結果を達成していない

が，適切な処置はとられている。

a) プロセスは，定義され，実施されているが，
計画した活動が完全に実現されていない。

しかしながら
b) プロセスは，計画した結果を達成している。

計画した活動が，
実現されていない。

a) プロセスは，定義されていない，
実施されていない，また計画した活動が

実現されていない。
及び

b) プロセスは，計画した結果を達成していな
い，また，適切な処置もとられていない。

a) プロセスは，定義されていない，
実施されていない，また計画した活動が

実現されていない。
及び

b) プロセスが計画した結果を達成していない
が、適切な処置はとられている。

a) プロセスは，定義されていない，
実施されていない，また計画した活動が

実現されていない。
しかしながら

b) プロセスは，計画した結果を達成している。

計画した結果が達成されておらず，
適切な処置がとられていない。

計画した結果が達成されていないが，適
切な処置がとられている。

計画した結果が達成されている。

 プ
ロ

セ
ス

の
実

現
度

 (
a
)

プロセスの成果 (b)

1

2

2

2

2 2

3

3

4

 ISOの定義へより整合した“有効性” により評価

 適合性（計画した活動が実行された程度）及びパフォーマンス（計画した結果
が達成された程度）の組み合わせで「有効性」を評価する。

 評価の判断基準としてプロセス評価マトリックス（PEM）の導入。

SJAC9101Eの主な変更点：

ドラフト(参考)
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 プロセスの有効性評価結果は

“プロセスの有効性評価報告書

 （PEAR）″ に記載される

客観的証拠は，PEAR及び/又はQMSプ
ロセスマトリックス報告書に記録する。

 PEARの適用範囲は，9100シリーズ
規格の第7章に限定される
（従来通り）。

JIS Q 9100審査の特徴
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OASISの機能

Online Aerospace Supplier Information System

IAQGの合意に基づき、航空宇宙品質マネジメントシ

ステム規格に対して、品質マネジメント認証機関が実
施した組織の認証に関するデータを、電子的な方法を
通じて世界で一元的に把握し閲覧可能にするために、
IAQGが開発し、構築したデータベースである。

18

OASISの機能

IAQG HP : http://www.sae.org/iaqg/index.htm

OASIS Database
をクリック
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OASISの機能

初めての方は自身で
User ID/Passwordを
登録可能

User ID/Password
を入力
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OASISの機能

登録組織名称で
検索可能

認証機関名称で
検索可能

品質マネジメントシステム
規格毎に検索可能
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OASISの機能

認証文書の閲覧例
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供給者
（登録組織）

顧 客
ＡＱＭＳ

認証機関

製品/
製品品質情報審査

審査所見
（指摘） PAH/POA取得者等

フィードバック Ｂ

フィードバック Ｃ

フィードバック Ｂ:
認証機関への製品品質情報（懸念事項等）の提供
目的：
・QMSに起因すると思われる顧客の懸念事項の通知
・潜在的な弱点に焦点を置いた認証機関の審査活動

への反映

フィードバック Ｃ:
顧客への認証機関による審査所見の提供
目的：
・製品品質への影響度の判断材料
・供給者への追加サーベイランス等の実施要否の決定

フィードバック Ａ

フィードバック Ａ:
供給者（登録組織）への製品不適合情報
目的：
・不適合の根本原因分析
・QMSに関わる是正処置及び予防処置の実施等

フィードバック機能

参考) PAH:Production Approval Holder,  POA：Production Organization Approval

OASISの機能
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JAQGウェブ記事の紹介

JAQG HP : http://www.sjac.or.jp/jaqg/index.html

公開資料・基準等

JISQ9100認証制度関係基準
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JAQGウェブ記事の紹介

JISQ9100認証制度に関係する
基準やガイダンス資料を掲載
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ご清聴ありがとうございました
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